
Ⅰ．略　　歴
１９５３年１１月　　鹿児島県に生まれる
１９７７年３月　　立命館大学産業社会学部産業社会学科卒業
１９９５年３月　　立命館大学大学院社会学研究科応用社会学専攻博士課程前期課程修了
　　　　　　　京都市社会福祉協議会（地域福祉部長・ボランティア情報センター長等）を経て

２００１年４月　　立命館大学産業社会学部教授
２０１９年３月　　立命館大学定年退職
２０１９年４月　　立命館大学名誉教授

　（主な学内役職歴）
２００２年４月～２００４年３月　　社会福祉実習指導室長
２００５年９月～２００７年３月　　ボランティアセンター副センター長
２００７年４月～２００９年３月　　サービスラーニング副センター長
２００９年４月～２０１１年３月　　入試担当副学部長

Ⅱ．専門分野
専門分野　社会学（含社会福祉関係）
担当科目　地域福祉論，社会と福祉
学位　　　社会学修士（立命館大学，１９９５年３月）
研究課題　（１）ケアとコミュニティの臨床研究
　　　　　（２）男性介護者の介護実態と家族介護者支援に関する実証研究
所属学会　日本社会福祉学会，日本地域福祉学会，日本介護福祉学会

Ⅲ．主な研究業績
　著　　書
１．（共編著）『放課後の障害児─障害者の社会教育─』（藤本文朗・津止正敏編，青木書店，１９８８年）３６-
５８頁

２．（共編著）『学校五日制と障害児の発達─子ども・学校・地域づくり─』（藤本文朗・三島敏男・津止
正敏編，かもがわ出版，１９９２年）９０-１０８，１４８-１６２頁

３．（共著）『住民主体の地域保健福祉計画』（河合克義他，あけび書房，１９９３年）９４-１１３頁
４．（共編著）『働きざかり 男が介護するとき』（藤本文朗・津止正敏編，文理閣，２００２年）１-５，１７１-
２０４頁
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５．（共編著）『大学ボランティアセンタースタディ』（津止正敏・秋葉武・足立陽子編，立命館大学人間
科学研究所，２００３年）全１８３頁

６．（共編著）『ボランティアの臨床社会学』（津止正敏・斎藤真緒編，立命館大学人間科学研究所，２００３
年）全１２２頁

７．（共編著）『子育てサークル共同のチカラ─当事者性と地域福祉の視点から─』（津止正敏・藤本明
美・斎藤真緒他編，文理閣，２００３年）１６０-１７１・１８４-１９８・２０７-２１２・２４０-２４３頁

８．（共著）『胎動するベトナムの教育と福祉─ドイモイ政策下の障害者と家族の実態─』（黒田学・向井
啓二・津止正敏・藤本文朗，文理閣，２００３年）２４５-２４８頁

９．（共編著）『大学生とボランティア─大学ボランティアセンタースタディⅡ─』（津止正敏・足立陽子
編，立命館大学人間科学研究所，２００４年）全１２７頁

１０．（共著）『障害児の放課後保障とネットワーク─全国・障害児の放課後活動団体調査報告書』（障害の
ある子どもの放課後保障全国連絡会，２００５年）全１０２頁

１１．（共編著）『男性介護者白書─家族介護者支援への提言─』（津止正敏・斎藤真緒，かもがわ出版，
２００５年）全２００頁

１２．（単著）『男が介護するということ─男性介護者インタビュー調査報告書』（立命館大学人間科学研究
所男性介護研究会，２００７年）１１６頁

１３．（単著）『ボランティアの臨床社会学Ⅱ─チャレンジドケースの臨床研究─』（立命館大学人間科学研
究所，２００８年）全１６７頁

１４．（共編著）『障害児の放課後支援の今とこれから─全国調査（自治体調査・保護者調査）報告書─』
（津止正敏・津村恵子・丸山啓史編，立命館大学人間科学研究所臨床人間科学オープンリサーチセン
ター，２００９年）全２４７頁

１５．（共著）『ベト・ドクが教えてくれたもの─分離手術成功２０周年と平和のメッセージ─』（江崎智里・
津止正敏・藤本分朗，クリエイツかもがわ，２００９年）全１５２頁

１６．（共著）『ボランティアの臨床社会学─あいまいさに潜む「未来」─』（津止正敏・斎藤真緒・桜井政
成，クリエイツかもがわ，２００９年）全２８９頁

１７．（共著）『ボランティア教育の新地平─サービスラーニングの原理と実践─』（桜井政成・津止正敏，
ミネルヴァ書房，２００９年）全２８６頁

１８．（共著）『ひとりで暮らす要介護高齢者─語られた介護と暮らし』（津止正敏・草薙千尋・岸佑太編，
立命館大学人間科学研究所，２００９年）全１８９頁

１９．（共著）『オトコの介護を生きるあなたへ─男性介護者１００万人へのメッセージ』（男性介護者と支援
者の全国ネットワーク編，クリエイツかもがわ，２０１０年）１０２-１１２頁

２０．（共編著）『家族介護者支援を考える─日本と英・豪・米の比較研究』（津止正敏・斎藤真緒編，立命
館大学人間科学研究所，２０１１年）全１０４頁

２１．（分担執筆）『障害のある子どもの放課後活動ハンドブック』（障害のある子どもの放課後保障全国連
絡会編，かもがわ出版，２０１１年）１０６-１２０頁

２２．（共編著）『家族介護者支援の論理─男性介護者の介護実態と支援の課題─』（津止正敏・斎藤真緒編，
立命館大学人間科学研究所，２０１２年）全１５９頁

２３．（共編著）『「介護退職ゼロ作戦」という社会運動』（津止正敏・鎌田松代・斎藤真緒編，立命館大学人
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間科学研究所，２０１３年）全１５６頁
２４．（単著）『ケアメンを生きる─男性介護者１００万人へのエール─』（クリエイツかもがわ，２０１３年）全
１４７頁

２５．（単著）『しあわせの社会運動─人がささえあうということ─』（ウィンかもがわ，２０１３年）全１５９頁
２６．（監修）『男の介護 そして，ケアメンになる─初めの一歩─』（津止正敏・緒方有為子監修，北九州市

立男女共同参画センター・ムーブ，２０１４年）全１６頁
２７．（編著）『男性介護者支援の論理と根拠─ケアが拓くコミュニティ─』（津止正敏編，立命館大学人間

科学研究所，２０１５年）全１２７頁
２８．（分担執筆）「仕事と介護の両立支援現場から考える─企業に求められる支援の在り方」（労務行政研

究所編，『これから始める仕事と介護の両立支援』，労務行政，２０１５年）３２-４７頁
２９．（編著）『ケアメン・コミュニティのマネジメント』（津止正敏編，立命館大学人間科学研究所，２０１６

年）全１０８頁
３０．（共著）『NHKラジオ深夜便　こころの時代　インタビュー集１「男性介護者の輪を作る」』（増川敏

英・池田武邦・市川たい子他，名著出版，２０１７年）５３-６６頁
３１．（単著）『ケア・コミュニティの臨床─介護のある暮らしを社会の標準に─』（立命館大学人間科学研

究所男性介護研究会，２０１９年）全９３頁

　論　　文
１．（単著）「障害者の外出要求と交通権─京都を中心に」（『障害者問題研究』４７号，全国障害者問題研究
会，１９８６年）２９-４２頁

２．（単著）「地域福祉活動と老人福祉センター」（老人福祉センター問題研究委員会答申『提言・明日の
老人福祉センター』，京都市社会福祉協議会，１９８７年）７５-８９頁

３．（単著）「社会福祉協議会と住民─社会福祉の前進を保障するものは何か─」（『総合社会福祉研究』４
号，総合社会福祉研究所，１９９２年）５５-６４頁

４．（単著）「障害児の放課後問題とその制度的保障─制度的保障の展望を切り開く原動力は何か─」
（『障害者問題研究』７１号，全国障害者問題研究会，１９９２年）１９０-２０４頁

５．（単著）「障害児家族の子育て実態と社会福祉の課題」（『総合社会福祉研究』７号，総合社会福祉研究
所，１９９４年）８０-９３頁

６．（単著）「地域福祉の福祉事業化に関する実証研究─社会福祉協議会の『第３次福祉事業化の時代』
─」（『総合社会福祉研究』８号，総合社会福祉研究所，１９９５年）１３４-１５２頁

７．（共著）「地域社会の福祉機能と市民主体活動」（久常久・津止正敏，『福井県立大学看護短期大学部論
集』第７号，福井県立大学看護短期大学部，１９９８年）１７５-１８４頁

８．（共著）「地域福祉における公的責任と民間性のもつ役割」（久常久・津止正敏，『福井県立大学看護短
期大学部論集』第７号，福井県立大学看護短期大学部，１９９８年）１６３-１７４頁

９．（単著）「NPO法と社会福祉─社会福祉の公私関係─」（『総合社会福祉研究』１４号，総合社会福祉研
究所，１９９９年）１６６-１７８頁

１０．（単著）「福祉のまちづくりと障害者・ボランティア」（『座して障害者と語る─藤本文朗退官記念論
集─』，文理閣，２０００年）２７０-２８５頁
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１１．（単著）「ボランティアコーディネーター養成プログラムの研究」（『地域福祉・ボランティア研究』
No.２，京都市社会福祉協議会，２０００年）４-１７頁

１２．（単著）「大学との連携におけるボランティア人材養成への取組み」（『月刊福祉』２０００年３月号，全国
社会福祉協議会，２０００年）５８-６１頁

１３．（単著）「ボランティア国際年にあたって」（『人間発達研究所通信』Vol.６-３，人間発達研究所，２００１
年）３-６頁

１４．（単著）「今こそ学校・地域・家庭の総力で放課後保障を」（『みんなのねがい』４０３号，全国障害者問
題研究会，２００１年）２４-２７頁

１５．（単著）「障害児の放課後ケアとボランタリー・ムーブメント─京都での障害児の学童保育保障運動
を素材に─」（『障害者問題研究』２９巻１号，全国障害者問題研究会，２００１年）４２-５３頁

１６．（単著）「福祉とコミュニティ─地域福祉臨床の視点─」（『立命館人間科学研究』２号，立命館大学人
間科学研究所，２００１年）１３３-１４９頁

１７．（単著）「福祉ボランティア」（『福祉のひろば』通巻３９４号，総合社会福祉研究所，２００１年）８-１４頁
１８．（単著）「学校５日制と障害児の放課後ケア」（『障害者教育科学』４６号，かもがわ出版，２００３年）３４-

３８頁
１９．（単著）「行政とボランティア活動」（『研修』，京都市職員研修所，２００３年）４０-４９頁
２０．（共著）「つなぐ機能と情報」（松浦さと子他，『市民発・大阪まちづくり─多様なセクターの共同をめ

ざして─』，財団法人大阪都市協会，２００３年）５９-６８頁
２１．（共著）「障害のある子どもと家族の放課後・休日の実態─京都障害児放課後・休日実態調査から─」
（津止正敏・立田幸代子，『立命館人間科学研究』７号，立命館大学人間科学研究所，２００４年）６３-７３
頁

２２．（単著）「日本における障害児の放課後ケアを巡る現状と課題について」（日本ベトナム友好障害児教
育・福祉セミナー実行委員会編，『日本ベトナム障害児教育・福祉研究①障害児の未来のために』，
文理閣，２００４年）３８-４２頁

２３．（共著）「障害児・家族の生活実態と地域生活支援─京都・障害児放課後休日実態調査から─」（津止
正敏・立田幸代子，『障害者問題研究』３２巻４号，全国障害者問題研究会，２００５年）２８５-２９２頁

２４．（単著）「地域福祉とネットワーク─人と人がつながる力─」（加藤直樹他編著，『人間らしく生きる福
祉学─はじめて学ぶ人の社会福祉入門』，ミネルヴァ書房，２００５年）２２-３１頁

２５．（単著）「大学とNPO・NGOの連携強化を展望する『学生の学びと成長を支えるパートナーシップ：
ボランティア研究の経験から』」（産業社会学部４０周年記念　連続シンポジウム「２１世紀の世界と日
本を読み解く─新たな社会パラダイムを求めて─」『立命館産業社会論集』１２８巻，２００５年）１３-２９頁

２６．（単著）「２００５年を放課後元年に─障害児の放課後保障の現状と課題─」（『みんなのねがい』４６３号，
全国障害者問題研究会，２００６年）５０-５１頁

２７．（単著）「放課後保障の環境の大きな変化─『障害児の放課後活動団体に関する調査』結果より─」
（『みんなのねがい』４６４号，全国障害者問題研究会，２００６年）５０-５１頁

２８．（単著）「男の出番」（『COMCOM』４７０号，日本生活共同組合連合会医療部会，２００６年）３-７頁
２９．（単著）「いきいきとボランティア活動─安心してくらせる市民社会のために─」（『きづき・きっか

け・きずなボランティア２００６報告書』，滋賀県社会福祉協議会，２００７年）１-７頁
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３０．（共著）「自立支援法の児童デイサービスへの影響と障害のある子どもの放課後保障の課題─児童デ
イサービス緊急実態調査を中心に─」（日紫喜あゆみ・津止正敏，『立命館産業社会論集』第４３巻第１
号，２００７年）１２３-１４４頁

３１．（共著）「家事に戸惑い孤立に悩む夫たち息子たち─全国調査データが示した“現実”」（『論座２００７年
８月号』１４７号，朝日新聞社，２００７年）２６１-２６８頁

３２．（単著）「うつろう家族　夫，息子─増える男性介護者」（『月刊ケアマネジメント』１８号，環境新聞社，
２００７年）１４-１８頁

３３．（単著）「地域活性化ボランティア教育プログラムの深化と発展─Reflective Approachの可能性─」
（『大学時報』３１８巻，日本私立大学連盟，２００８年）３８-４５頁

３４．（単著）「『男性介護者白書』が明かす男たちの生活力と家族愛」（『かいごの学校』第５巻第４号，日
本医療企画，２００８年）１０-１３頁

３５．（単著）「いま障害児の放課後は─障害のある子どもの放課後保障運動の到達」（村岡真治，『ゆうやけ
で輝く子どもたち』，全国障害者問題研究会，２００８年）１０４-１１３頁

３６．（単著）「世界中の父母や祖父母の愛情に包まれて─ベトドク分離手術成功２０周年記念式典に参加し
て─」（『みんなのねがい』５０１号，全国障害者問題研究会，２００８年）５８-５９頁

３７．（単著）「家族介護者支援のリアリティ─男性介護者研究からの提言─」（『高齢者虐待防止研究』第５
巻第１号，日本高齢者虐待防止学会，２００８年）３２-３８頁

３８．（単著）「介護で孤立しないネットワークづくり」（月刊『地方自治職員研修』５９１号，公職研，２００９年）
１７-１９頁

３９．（単著）「男性介護者１００万人時代」（『部落解放』６３０号，解放出版社，２０１０年）７０-７３頁
４０．（単著）「（福祉論壇）男性介護者１００万人への支援を考える」（『月刊福祉』９３巻１１号，全国社会福祉協

議会出版部，２０１０年）４６-４７頁
４１．（単著）「介護の社会化と介護者支援を考える─介護保険１０年目の検証─」（『福祉社会研究』１１号，京

都府立大学福祉社会研究会，２０１１年）３-２３・４７-５６頁
４２．（単著）「『介護者を支援する』ということ」（月刊『国民生活』４０号，国民生活センター，２０１１年）１７-
１９頁

４３．（単著）「介護保険制度の改善課題を検証する─医療福祉生協連の介護保険利用状況調査から─」
（『COMCOM』No.５２９号，日本医療福祉生活協同組合連合会，２０１１年）９-１２頁

４４．（単著）「男性介護者１００万人時代の支援を考える」（『月刊福祉１００の論点』Vol.２，全国社会福祉協議
会，２０１２年）９６-９７頁

４５．（単著）「男性介護者１００万人時代─介護者支援を進め『介護の社会化』の完成を」（『介護保険情報』
１３巻４号，社会保険研究所，２０１２年）８-１１頁

４６．（単著）「ケアメンプロジェクト─介護退職ゼロ作戦を社会運動に─」（『月刊看護』６４巻１１号，日本看
護協会出版会，２０１２年）２０-２１頁

４７．（単著）「高齢者の権利擁護・虐待防止の動向」（『権利擁護・虐待防止白書２０１２』，全国社会福祉協議
会，２０１２年）３９-４２頁

４８．（単著）「ケアメン百万人時代の実態と課題」（『中央公論』２０１３年１０月号，中央公論社，２０１３年）１３８-
１４５頁
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４９．（単著）「高齢者の権利擁護・虐待防止の動向」（『権利擁護・虐待防止白書２０１３』，全国社会福祉協議
会，２０１３年）５８-６１頁

５０．（共著）「介護と仕事の両立をめぐる課題─ワーク・ライフ・ケア・バランスの実現に向けた予備的
考察─」（斎藤真緒・津止正敏・小木曽由佳・西野勇人，『立命館産業社会論集』４９巻４号，２０１４年）
１１９-１３７頁

５１．（共著）「ケアが拓くコミュニティ─『ケアメンサミットJAPAN』活動報告書─」（津止正敏・西田朗
子，男性介護者と支援者の全国ネットワーク，２０１４年）全３９頁

５２．（単著）「介護者支援を考える第１回 家族介護者の現状と課題」（『国民生活』３０号，国民生活センタ
ー，２０１５年）１７-１８頁

５３．（単著）「介護者支援を考える第２回 老老介護の現状と課題」（『国民生活』３１号，国民生活センター，
２０１５年）１５-１６頁

５４．（単著）「介護者支援を考える最終回 仕事と介護と暮らし」（『国民生活』３２号，国民生活センター，
２０１５年）１６-１７頁

５５．（単著）「男性介護者への包括的支援の論理と根拠─暮らしと介護，仕事と介護の視点から─」（『社会
福祉研究』第１２２号，公益財団法人鉄道弘済会，２０１５年）４７-５６頁

５６．（単著）「男性介護者の仕事と介護を巡る実態と論点─介護者モデルの変容と新しい生き方モデル─」
（『生活経済政策』２２３号，生活経済政策研究所，２０１５年）１２-１７頁

５７．（単著）「急増する男性介護者の介護実態─深まる葛藤と新しい『生き方モデル』」（『女も男も』１２６号，
労働教育センター，２０１５年）３４-４０頁

５８．（単著）「一人で抱え込む男性介護者への生き方モデルを」（『公明』通巻１２４巻，公明党機関紙委員会，
２０１６年）２２-２７頁

５９．（単著）「京都での障害児者の運動─障害児者・家族と支援者の合力─」（『みんなのねがい』６０１号，
全国障害者問題研究会，２０１６年）２４-２５頁

６０．（単著）「介護者が前向きに生きられる社会を」（『女性のひろば』４５９号，日本共産党中央委員会，
２０１７年）６６-７１頁

６１．（単著）「家族介護者を支援する─支援の根拠と枠組み─」（『老年精神医学雑誌』第２８巻第８号，日本
老年精神医学会編，２０１７年）９１８-９２７頁

６２．（単著）「仕事と介護の両立を考える─『ながら』介護の実態から─」（『季刊個人金融』Vol.１３巻
No.１号，ゆうちょ財団，２０１８年）４４-５２頁

６３．（単著）「男性の介護労働─男性介護者の介護実態と支援課題」（『日本労働研究雑誌』第６９９号，労働
政策研究・研修機構，２０１８年）４０-５１頁

　そ の 他
１．（単著）「男性介護者の『いま』を知る」（『未来館News』Vol.４１号，福島県男女共生センター，２０１０

年）
２．（単著）「ケアされる人／する人の包括的な暮らし支援」（『きずな』，兵庫県・（公財）兵庫県人権啓発

協会，２０１１年）３頁
３．（単著）「男性にとっての男女共同参画─ともに介護を担う時代─」（『MOVING』６８号，北九州市立
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男女共同参画センター，２０１２年）９頁
４．（単著）「〈インタビュー〉『ケアメン』に必要な企業の支援とケア・コミュニティの確立」（『人事実
務』，産労総合研究所，２０１４年）２０-２４頁

５．（単著）「男性介護者の現状と課題」（『Newsletterダイバーシティ通信』No.１０号，首都大学東京，
２０１４年）２-３頁

６．（単著）「介護される人／する人も支援の枠に」（『Ms.スクウェア』８３号，清瀬市男女共同参画センタ
ー，２０１５年）６頁

７．（単著）「『ケアのある生活』が『あたりまえ』になる時代」（『ウエルおおさか』Vol.９８号，大阪市社
会福祉研修・情報センター，２０１５年）４頁

８．（単著）「男性介護者への社会的関心の広がりが意味すること─介護のある暮らしを社会の標準に─」
（『男女共同参画通信』vol.４４号，京都市男女共同参画推進協会，２０１７年）４-５頁

９．（単著）「独りで耐えないで」（『読売新聞』２０１７年８月２日夕刊，２０１７年）３頁
１０．（単著）「『介護』をめぐる課題と展望⑥」（『生産性新聞』第２５３９号，公益財団法人日本生産性本部，
２０１７年）７頁

１１．（単著）「男性介護者の支援のあり方や課題を聞く」（『経団連タイムス』３３４６号，日本経済団体連合会，
２０１８年）２頁

１２．（単著）「男性が介護を問う意味─男女共同参画の時代を生きる─」（『ぴゅあ』５１号，山梨県男女共同
参画推進センター，２０１８年）３頁

１３．（単著）「連載『男たちの介護』」（『佼成新聞』第２８２３号，立成佼成会，２０１８年）１頁
１４．（単著）「コラム『男の介護』」（『週刊金曜日』１２２４号～１２３５号，株式会社金曜日，２０１８年）４６頁

Ⅳ．社会における活動
２００５年４月～２０１５年５月　　社会福祉法人七野会理事
２００５年１１月～　　　　　　　社会福祉法人みんななかま理事長
２００６年４月～　　　　　　　滋賀県社会福祉協議会ボランティアセンター運営委員長
２００９年３月～　　　　　　　男性介護者と支援者の全国ネットワーク事務局長
２０１０年５月～２０１６年７月　　滋賀県男女共同参画審議会委員
２０１０年６月～２０１９年６月　　日本医療福祉生活協同組合連合会理事
２０１０年４月～　　　　　　　一般社団法人京都ボランティア協会理事
２０１１年１１月～　　　　　　　一般社団法人日本ケアラー連盟代表理事
２０１３年４月～２０１８年２月　　京都府介護プラットホーム委員
２０１４年３月～２０１８年２月　　京都府参与
２０１５年４月～　　　　　　　茨木市総合保健福祉計画審議会地域福祉分科会長
２０１５年６月～　　　　　　　一般社団法人日本エルダーライフ協会監事
２０１７年６月～　　　　　　　宇城久社会保障推進協議会議長
２０１８年７月～２０１９年３月　　舞鶴市第４期地域福祉計画策定懇話会会長

以上　
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